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市民訪問

　
「
３
歳
こ
ろ
に
、
高
熱
が
原
因
で

耳
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
幼
い
こ
ろ

は
、
物
に
名
前
が
あ
る
こ
と
を
理
解

す
る
ま
で
が
大
変
で
し
た
。
ま
た
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
職
場
で

の
意
思
の
疎
通
が
な
か
な
か
と
れ
ず
、

転
職
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と

こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
手
話
で
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
転
職
先
で
は
、
自
ら
手
話

通
訳
者
を
頼
み
、
朝
礼
に
出
た
り
、

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
研
修
会
に
参

加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
知
識
を
広

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
に
は
、同
じ
障
害
が
あ
る
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方
々
の「
自
立
を
し
た
い
」と
い
う
相

談
を
き
っ
か
け
に
、「
野
田
市
聴
覚
障

害
者
協
会
」を
設
立
し
、　
周
年
を
迎
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え
る
今
ま
で
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
、
市
に
要
望
を

続
け
た
結
果
、
社
会
福
祉
課
の
窓
口

に
手
話
通
訳
者
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

家
に
こ
も
っ
て
い
る
ろ
う
者
が
一
人

で
も
多
く
、
社
会
に
出
て
こ
ら
れ
る

よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
結
び
ま
し
た
。

野
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
会
長
・
岩

名
二
丁
目
在
住
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

20

聴
覚
障
害
者
が

 自
立
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

熊
澤
　
英
也
さ
ん

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、９
月
４
日
と
５
日
、

根
本
市
長
が
　
歳
の
市
民
　
人
を
訪
問
し
た
。
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山
﨑
 正
 さ
ん（
山
崎
）は
、「
頭
を
使
い
、ク
ロ
ス
ワ
ー

ま
さ

ド
な
ど
を
解
く
こ
と
」
と
、
小
沼
正
一
さ
ん（
木
間
ケ

瀬
）は
、「
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
」と
長
寿
の

秘
け
つ
を
話
し
て
い
た
。

一
人
ひ
と
り
の
長
寿
を
祝
い

　
　
記
念
品
を
市
長
が
手
渡
し

元
気
に
出
迎
え
た
山
﨑
さ
ん

（
上
）と
小
沼
さ
ん（
下
）

　
関
宿
支
所
や
せ
き
や
ど
図
書
館
の

あ
る
「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」
か
ら
県

道
結
城
野
田
線
を
北
に
約
１
・
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
進
み
、
宝
珠
花
橋
の
た

も
と
を
右
に
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
関

宿
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
 次
  木
  親
  野
  井
 土
地
区
画
整
理
事

な
み
 き
 お
や
 の
 
い

業
区
域
の
ほ
ぼ
中
心
の
場
所
に
、
広

さ
約
３
千
　
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
平

700

成
９
年
度
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
宿
地
域
の
中
心
地
区
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
川
間
駅
や
埼
玉
、
茨
城
方

面
な
ど
へ
向
か
う
民
間
バ
ス
が
、
１

日
中
往
来
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、各
駅
ま
で
の
所
要
時
間
は
、

東
武
野
田
線
の
川
間
駅
ま
で
約
　
分
、
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同
伊
勢
崎
線
の
東
武
動
物
公
園
駅
ま

で
約
　
分
、
同
春
日
部
駅
ま
で
約
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分
で
す
。

　
ま
め
バ
ス
も
関
宿
城
・
新
北
・
北

ル
ー
ト
の
３
路
線
が
乗
り
入
れ
、
市

役
所
な
ど
の
公
共
施
設
を
中
心
に
各

地
区
へ
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
次
木
親
野
井
土

地
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
事
業
地
区
内
の
宅
地（
保
留

地
）は
、
公
売
中
で
す
。

　
詳
細
は
、
同
事
業
事
務
所
☎
７
１

９
８
 
１
１
１
５
へ
　

－

隣接地には無料の自転車等駐車場が

紙上公共施設見学会
 　　　　　　「関宿中央ターミナル」

鮮
や
か
な
色
が
残
る

　
　
　
　
年
前
の
大
型
地
図
　

130

　
郷
土
博
物
館
で
は
、
収
蔵
品
と
し
て
昨
年
度
入
手

し
た
、
明
治
時
代
初
期
の「
関
宿
台
町
文
書
」　
点
を
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９
月
　
日
に
、
市
民
会
館
で
特
別
公
開
し
た
。
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中
で
も
関
宿
台
町
全
体

が
描
か
れ
た
、　
畳
ほ
ど
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に
も
な
る
明
治
　
年
こ
ろ

15

の
地
図
は
、農
地
や
住
宅
、

道
路
、
水
路
な
ど
が
細
か

く
色
分
け
さ
れ
、
保
存
状

態
も
よ
い
貴
重
な
資
料
。

　
訪
れ
た
見
学
者
は
、絵
図

の
迫
力
に
見
入
っ
て
い
た
。

市民の研究グループが解説を


